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前期後半スタート ～前期後半は 33日 

例年に比べて短かった夏休みが終わり、前期後半の開始。 

学校に元気な声が戻ってきました。短かった分、宿題も少なかったはずですが、

終わっていない宿題に重たい気持ちで登校した子もいるやに聞いております。。。 

今日のスタートのお話では、前期後半から後期後半（後期後半は今のところ

50日の予定です）までを、行事も多く、気候的に過ごしやすくなる時期ということ

で「心と頭と体を鍛えるチャンス」と位置付けて、話をしました（左にダイジェスト版）。 

2 週間ぶりの登校にのぼせてしまったのか、暑さのせい(?)か鼻血で保健室に来

た児童が複数。また、登校の遅れやおうちが恋しい

のか、教室に入ることのしぶり等も少し見られ、学校

モードへの切り替えがあと少し…というお子さんもおら

れたような・・・。が、そこは “なかよく かしこく たくま

しく 生きる” 室っ子 たち、暑さに負けず、初日から

ばっちり勉強に勤しんでおりました。 

（2 年：生活科“大豆の観察”の様子） 

安心・安全で充実した学校生活のために(またまたお願い) 

報道でも伝えられていますように、本県の新型コロナウィルス感染症の感染リス

クレベルは「レベル４特別警報」という、予断を許さない状況にあります。三密回

避、マスク着用の徹底、毎日の施設の消毒等、感染と拡大リスクの軽減に努めて

いるところです。加えて、まだ続く残暑の厳しさによる熱中症対策。 

子供たちが安心・安全で、充実した学校生活ができますように、ご家庭でも以

下の点につきまして、改めてご協力をお願いします。 

【基本的な感染症対策について周知事項】（熊本県教育委員会）より抜粋 

●咳エチケット・・・正しい咳エチケットについて 

 ➀マスクを着用する  

 ②マスクがない時は、ティッシュ・ハンカチで口・鼻を覆う。 

 ③マスクやティッシュ・ハンカチがない時、またとっさとの時は、袖で口・鼻を覆う。 

●登校前の体温測定 

 ➀登校前に自宅において、毎朝、検温と風邪症状、倦怠感、 

息苦しさ、味覚・嗅覚障がいの有無を確認する。 

 ②自宅で行った健康観察結果は「健康観察表」に記入し、学校に持参する。 

●自宅休養及び健康管理 

 ➀発熱、風邪症状、倦怠感、息苦しさ、味覚・嗅覚障がい等が見られる場合 

は、自宅で休養する。 

 ②県のリスクレベルがレベル４の段階においては、同居の家族に風邪症状が見 

られる場合も同様に、学校に連絡し、登校せずに自宅で待機とする。 

感染予防対策は自他の生活や命を守ることでもあります。 

引き続きご協力をお願いします。なお、この周知事項の内容

は本校HPにすべて紹介しています。是非ご一読ください。 

 

スタートにあたって～こんなお話をしました 

➀心を鍛えよう 

 

 

 

 

 

 

②頭を鍛えよう 

 

 

 

③体を鍛えよう 

 

 

 

この日は、初ズーム。全教室にうまくつ

ながり、便利さを実感しました。 

 

 

（むろふぇっしょなる） 


